
 

 

魚の声の波長>水槽の大きさ

どうやって本当の魚の声を
測ればよいか?
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解決！

問題その１
観測される音の卓越周波数が
水深によって変わってしまう
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● 実験値

－ 理論値
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１ 水槽の大きさをはかる
２ 共振周波数と安全な計測距離を計算する
３ 魚から上記距離以内にマイクをおく
４ 最低共振周波数の70%以下を信用する

問題その２

魚の声の大きさは、距離に対して
指数的に減衰する
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● 実験値

－ 理論値

波形の乱れが少ない比
較的安全な計測距離

こっちはOK こっちはダメ

水産研究成果情報 

 魚の鳴き声を上手に録音する方法 

 ねらい・目的と特長：声を出す魚は大西洋で百種類以上知られ、米国では鳴音観

測での資源量推定も試みられている。これは完全に受動的な観測手段であり、魚類の

分布や行動に与える影響は極めて少ない。受動的音響資源観測の実現のためには、事

前に魚類の鳴音を実験室環境で正確に計測し、音響特性を把握しなければならない。

本研究では、１９７０年代から困難な問題とされてきた、限られた大きさの水槽にお

ける魚類鳴音計測を可能にする実験手順を明らかにするとともに、その理論的な裏付

けを提示した。 

 成果の活用面等：誰にでも使える魚類鳴音の計測プロトコルを提示した。 
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「研究戦略」別表該当項目 １－(1)水産生物の行動・生態調査技術の開発 
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（分かりやすい図表を中心に） 
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